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(1) 広帯域雑音中における AM音の検知闘は，変調周波数が 1 ,....., 4 Hz のとき，相対的に低くなる傾向が見られた。










以上の結果は，いずれも聴覚系が 1 ，..._. 4 Hz 付近の振幅変調に特に敏感であることを示唆している。
通常の会話における音声のレベル変動は， 2 ,..._. 5 Hz 付近の成分が最も大き L、。したがって，そのような周波数範
囲の変動に敏感であることは，背景雑音中において，目的とする音声のみを抽出する上で有利に働くと考えられる。
また，他の心理物理学的研究や生理学的データでも，聴覚系が 1 ，..._. 4 Hz 付近の振幅変調に特に敏感であることを



























































雑音中での検知闘を求め，変調周波数が 1 ,.._, 4 Hz の時に検知闘が下がること，さらにこの周波数帯域において振幅
変調音を含む音のラウドネスが増加することを示し，聴覚系が 1 ,.._, 4 Hz の変動に敏感であることを明らかにした。
この変化はほぼ音声のレベル変動のパターンと対応する。第 2 部では振幅が規則的に変化する音と不規則的に変化す
る音系列を刺激として用い，その変動感を指標として聴覚系が入力される刺激を個々に処理するのではなく，それら
を束ねて，あるまとまりのよいパターンとして処理するこをを明らかにした。このように変動感を手掛かりとして聴
覚系のパターン処理を示唆した研究は従来にない新しい方向である。第 3 部では上記の知見が人工音に基づいて得ら
れたものであるので，ピアノ演奏者を対象に現実の音系列にこの知見が当てはまるか否かの検討を行ったものであるO
熟練した 2 人のピアニス卜にレベルを揃えて弾くよう要求し，得られた音のレベルを分析した。その結果，弁別闘を
はるかに越えるレベル変動がみられたが，同時にその変動パターンに規則性がみられた。その演奏音をコンビュータ
で処理して物理的にレベルが揃った条件の他，種々の変動パターンを作って被験者に聴取させた。その結果，たとえ
変動があってもその変動パターンに規則性があるほど，音が揃って聞こえるとの知見が得られ，人工音で得られた傾
向を裏付けることができた。これらの結果は，聴覚における時系列処理におけるパターンの役割を解明する上で貴重
な成果といえる。
以上述べたように，本審査委員会は本論文が博士(人間科学)の学位を授与するに十分であると判定した。
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